
�

「

政

治

改

革

推

進

協

議

会

（

民

間

政

治

臨

調

）

」

の

発

足

総

会

（

１

９

９

２

年

４

月

�

日

）

。

�

４

０

０

０

人

の

一

般

参

加

者

・

�

人

の

与

野

党

議

員

を

集

め

て

開

催

し

た

「

政

治

改

革

の

実

現

を

求

め

る

国

民

集

会

」

（

東

京

・

日

比

谷

野

外

音

楽

堂

、

１

９

９

２

年

�

月

�

日

）

。

■

「

増

税

な

き

財

政

再

建

」

　

わ

が

国

は

、

�

年

代

初

頭

、

財

政

赤

字

が

累

積

。

第

二

次

大

平

内

閣

の

増

税

策

（

一

般

消

費

税

な

ど

）

が

白

紙

と

な

り

、

民

間

か

ら

「

増

税

な

き

財

政

再

建

」

と

の

声

が

高

ま

っ

て

き

た

。

　

そ

う

し

た

中

、

第

二

次

臨

時

行

政

調

査

会

（

い

わ

ゆ

る

第

二

臨

調

、

会

長

は

経

団

連

名

誉

会

長

の

土

光

敏

夫

）

が

�

年

３

月

に

発

足

。

同

年

７

月

に

は

「

行

政

改

革

に

関

す

る

第

一

次

答

申

」

を

出

し

た

。

　

社

会

経

済

国

民

会

議

は

�

年

�

月

５

日

、

経

済

政

策

問

題

特

別

委

員

会

が

「

行

財

政

改

革

の

推

進

と

今

後

の

予

算

編

成

に

関

す

る

緊

急

提

言

」

を

発

表

。

「

行

政

改

革

の

実

現

に

は

、

行

政

府

自

ら

の

減

量

努

力

が

不

可

欠

で

あ

る

」

と

し

て

７

項

目

を

提

言

し

た

。

こ

の

緊

急

提

言

の

発

表

を

皮

切

り

に

社

会

経

済

国

民

会

議

は

、

行

財

政

改

革

の

実

現

に

向

け

て

波

状

的

に

全

国

的

運

動

を

展

開

し

て

い

っ

た

。

■

行

革

実

行

断

固

要

求

　

第

二

臨

調

は

、

「

増

税

な

き

財

政

再

建

」

の

基

本

方

針

の

下

、

�

年

７

月

に

国

鉄

の

分

割

・

民

営

化

、

電

電

、

専

売

公

社

の

民

営

化

な

ど

の

基

本

答

申

を

決

定

し

、

�

年

３

月

�

日

に

最

終

答

申

を

出

し

た

。

　

第

二

臨

調

最

終

答

申

目

前

の

３

月

�

日

、

社

会

経

済

国

民

会

議

は

行

革

を

進

め

る

市

民

の

会

な

ど

民

間

９

団

体

と

と

も

に

東

京

・

渋

谷

区

の

代

々

木

公

園

で

「

行

革

実

行

断

固

要

求

、

三

・

一

二

代

々

木

集

会

」

を

開

催

し

た

。

集

会

に

は

約

３

万

人

が

参

加

。

「

行

革

に

反

対

す

る

政

治

家

を

許

す

な

」

と

の

決

議

文

を

満

場

一

致

で

採

択

、

首

相

官

邸

に

出

向

い

て

総

理

大

臣

・

中

曽

根

康

弘

に

手

渡

し

た

。

■

行

革

国

民

会

議

等

で

実

行

後

押

し

　

最

終

答

申

後

の

３

月

�

日

、

社

会

経

済

国

民

会

議

な

ど

４

団

体

は

、

「

臨

調

の

問

題

提

起

を

ど

う

受

け

止

め

る

か

」

を

テ

ー

マ

に

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

を

開

催

。

そ

こ

で

第

二

臨

調

会

長

・

土

光

敏

夫

を

名

誉

顧

問

と

し

て

運

動

を

展

開

し

て

い

く

こ

と

、

民

間

の

立

場

か

ら

行

革

推

進

を

監

視

す

る

「

行

革

推

進

連

絡

委

員

会

」

の

設

立

を

決

め

た

。

　

そ

の

後

、

委

員

会

の

名

称

は

「

行

革

国

民

会

議

」

に

改

め

ら

れ

、

７

月

�

日

に

設

立

総

会

を

開

催

し

た

。

行

革

国

民

会

議

は

、

「

行

政

改

革

に

対

し

、

広

い

角

度

か

ら

議

論

を

深

め

る

」

「

臨

調

答

申

の

実

行

を

国

民

ベ

ー

ス

で

監

視

す

る

」

な

ど

を

目

的

と

し

て

活

動

し

、

行

革

推

進

を

後

押

し

し

た

。

　

�

年

４

月

、

電

電

公

社

は

単

一

の

日

本

電

信

電

話

（

Ｎ

Ｔ

Ｔ

）

と

し

て

、

日

本

専

売

公

社

は

日

本

た

ば

こ

産

業

に

民

営

化

。

国

鉄

は

�

年

４

月

、

地

域

会

社

６

社

と

貨

物

１

社

の

７

分

割

・

民

営

化

さ

れ

た

。

■

「

教

育

問

題

国

民

会

議

」

発

足

　

社

会

経

済

国

民

会

議

は

教

育

改

革

に

も

乗

り

出

す

。

�

年

に

教

育

問

題

国

民

会

議

（

委

員

長

＝

富

士

銀

行

相

談

役

の

岩

佐

凱

実

）

を

発

足

さ

せ

、

３

月

�

日

に

初

会

合

を

開

い

た

。

　

国

民

会

議

は

専

門

部

会

を

設

置

（

部

会

長

＝

慶

應

義

塾

大

学

教

授

の

村

井

実

）

。

教

育

問

題

を

、

い

わ

ゆ

る

教

育

関

係

者

に

委

ね

る

の

で

は

な

く

、

社

会

の

あ

ら

ゆ

る

分

野

の

人

々

の

参

加

を

得

つ

つ

検

討

し

、

社

会

全

体

に

訴

え

て

い

く

開

か

れ

た

組

織

を

目

指

し

た

。

　

�

年

�

月

に

は

「

第

一

回

中

間

報

告

」

を

発

表

。

「

教

育

は

ど

う

変

わ

っ

て

き

た

か

」

「

激

化

す

る

学

校

教

育

の

矛

盾

」

「

教

育

神

話

を

支

え

る

も

の

」

「

教

育

改

革

へ

の

提

言

」

の

４

章

か

ら

な

り

、

明

治

初

期

、

敗

戦

後

に

続

く

「

第

三

の

教

育

改

革

」

の

必

要

性

を

強

調

し

た

。

　

国

民

会

議

は

そ

の

後

、

次

々

に

中

間

報

告

や

提

言

を

発

表

し

た

。

■

「

政

治

問

題

特

別

委

員

会

」

発

足

　

�

年

に

ロ

ッ

キ

ー

ド

事

件

が

発

覚

。

前

首

相

が

逮

捕

さ

れ

、

国

民

の

政

治

不

信

は

頂

点

に

達

し

た

。

社

会

経

済

国

民

会

議

は

行

革

推

進

の

国

民

運

動

を

展

開

し

て

い

た

が

、

政

治

シ

ス

テ

ム

を

根

底

か

ら

改

革

し

な

い

限

り

、

抜

本

的

な

行

政

改

革

や

経

済

改

革

は

実

現

で

き

な

い

と

い

う

認

識

が

民

間

各

層

、

各

界

に

定

着

し

て

い

っ

た

。

　

そ

こ

で

�

年

秋

、

議

長

・

副

議

長

ク

ラ

ス

で

構

成

す

る

政

治

問

題

懇

談

会

を

設

置

。

翌

�

年

４

月

、

改

組

し

た

政

治

問

題

特

別

委

員

会

（

委

員

長

＝

日

立

造

船

会

長

の

永

田

敬

生

）

を

発

足

さ

せ

、

活

動

に

乗

り

出

し

た

。

　

同

特

別

委

員

会

は

�

年

６

月

、

最

初

の

「

政

治

改

革

に

対

す

る

提

言

」

を

発

表

。

�

年

５

月

に

発

表

し

た

「

議

会

政

治

へ

の

提

言

～

戦

後

政

治

の

功

罪

と

議

会

政

治

の

将

来

～

」

で

、

改

革

を

推

進

す

る

第

三

者

機

関

「

政

治

臨

調

」

構

想

を

提

案

し

て

、

活

動

に

一

区

切

り

を

つ

け

た

。

■

苦

難

の

連

続

　

�

年

６

月

、

リ

ク

ル

ー

ト

事

件

が

発

覚

。

国

民

の

政

治

不

信

は

さ

ら

に

高

ま

っ

た

。

�

年

８

月

２

日

、

社

会

経

済

国

民

会

議

議

長

の

稲

葉

秀

三

と

政

治

問

題

特

別

委

員

長

・

亀

井

正

夫

（

住

友

電

工

会

長

）

は

自

民

党

本

部

で

、

同

党

政

治

改

革

推

進

本

部

長

・

伊

東

正

義

、

同

本

部

長

代

理

・

後

藤

田

正

晴

と

意

見

交

換

を

図

っ

た

。

　

こ

の

結

果

、

政

治

改

革

を

進

め

る

た

め

に

は

、

世

論

を

喚

起

し

な

が

ら

政

党

と

国

民

各

界

の

合

意

形

成

を

進

め

る

た

め

の

新

た

な

国

民

的

組

織

が

必

要

と

の

認

識

で

一

致

。

こ

れ

を

受

け

て

社

会

経

済

国

民

会

議

は

各

界

に

呼

び

か

け

、

同

年

�

月

９

日

、

「

政

治

改

革

フ

ォ

ー

ラ

ム

～

政

治

改

革

に

関

す

る

政

党

と

民

間

各

界

の

連

絡

会

議

」

が

発

足

し

た

。

　

同

フ

ォ

ー

ラ

ム

は

�

年

に

か

け

て

８

回

開

催

。

今

日

、

日

本

政

治

が

直

面

し

て

い

る

問

題

は

、

戦

後

の

政

治

行

政

シ

ス

テ

ム

の

行

き

詰

ま

り

と

制

度

疲

労

を

色

濃

く

反

映

し

た

も

の

で

あ

る

こ

と

を

繰

り

返

し

指

摘

。

し

か

し

、

世

論

の

盛

り

上

が

り

と

は

裏

腹

に

、

政

治

改

革

の

道

程

は

苦

難

の

連

続

だ

っ

た

。

こ

と

に

選

挙

制

度

改

革

は

議

員

の

当

落

や

政

党

の

消

長

に

直

結

す

る

た

め

、

強

烈

な

抵

抗

と

反

対

に

直

面

し

た

。

　

�

年

７

月

�

日

、

海

部

内

閣

は

政

治

改

革

関

連

法

案

を

国

会

に

提

出

。

だ

が

、

９

月

�

日

、

法

案

は

審

議

未

了

・

廃

案

と

な

り

、

海

部

内

閣

は

�

月

４

日

、

退

陣

を

表

明

し

た

。

■

５

年

余

り

の

歳

月

と

５

代

内

閣

　

政

治

改

革

運

動

は

大

き

な

挫

折

を

味

わ

っ

た

が

、

党

派

を

超

え

た

若

手

議

員

の

間

に

は

改

革

運

動

の

火

は

消

え

て

い

な

か

っ

た

。

彼

ら

と

協

議

し

た

稲

葉

や

亀

井

ら

は

新

た

な

国

民

運

動

組

織

の

立

ち

上

げ

を

決

意

。

�

年

４

月

�

日

、

「

政

治

改

革

推

進

協

議

会

」

（

民

間

政

治

臨

調

）

の

発

足

総

会

と

記

念

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

を

開

催

し

た

。

会

長

に

就

任

し

た

亀

井

は

「

も

は

や

政

党

の

対

応

を

座

し

て

待

つ

わ

け

に

は

い

か

な

い

」

と

し

て

国

民

的

な

推

進

体

制

の

構

築

を

謳

っ

た

「

発

足

宣

言

」

を

披

歴

し

た

。

　

「

活

動

四

原

則

」

「

政

治

改

革

基

本

方

針

」

が

採

択

さ

れ

、

四

つ

の

委

員

会

を

編

成

。

委

員

会

に

対

応

す

る

形

で

、

超

党

派

の

若

手

議

員

�

人

が

分

野

別

の

研

究

会

を

組

織

し

た

。

　

民

間

政

治

臨

調

は

同

年

�

月

�

日

夜

、

東

京

・

日

比

谷

野

外

音

楽

堂

に

４

０

０

０

人

の

一

般

参

加

者

・

�

人

の

与

野

党

議

員

を

集

め

、

「

政

治

改

革

の

実

現

を

求

め

る

国

民

集

会

」

を

開

催

し

た

。

　

会

長

の

亀

井

、

臨

時

行

政

改

革

推

進

審

議

会

会

長

・

鈴

木

永

二

、

連

合

会

長

・

山

岸

章

ら

が

あ

い

さ

つ

に

立

ち

、

政

治

改

革

の

早

期

実

行

を

す

べ

て

の

政

党

に

求

め

た

。

さ

ら

に

超

党

派

の

議

員

に

よ

る

「

中

選

挙

区

制

度

廃

止

宣

言

」

が

公

表

さ

れ

、

与

野

党

１

９

２

人

の

国

会

議

員

が

宣

言

に

賛

同

し

署

名

し

た

。

　

そ

の

後

も

苦

難

の

連

続

だ

っ

た

が

、

�

年

１

月

�

日

、

首

相

・

細

川

護

熙

と

自

民

党

総

裁

・

河

野

洋

平

は

衆

議

院

議

長

・

土

井

た

か

子

の

斡

旋

に

応

じ

る

形

で

会

談

。

小

選

挙

区

３

０

０

、

比

例

２

０

０

、

比

例

代

表

の

単

位

は

ブ

ロ

ッ

ク

制

な

ど

の

各

細

目

に

お

い

て

修

正

内

容

に

合

意

し

た

。

選

挙

制

度

改

革

を

柱

と

す

る

政

治

改

革

は

、

５

年

余

り

の

歳

月

と

竹

下

、

宇

野

、

海

部

、

宮

澤

、

細

川

の

５

代

内

閣

を

経

て

、

実

現

す

る

に

至

っ

た

。

＊

　

社

会

経

済

国

民

会

議

や

民

間

政

治

臨

調

が

な

ぜ

改

革

を

進

め

る

た

め

国

民

各

層

や

与

野

党

を

つ

な

ぐ

土

俵

に

な

り

得

た

の

か

。

そ

れ

は

、

「

労

使

中

立

の

三

者

構

成

を

基

本

と

す

る

生

産

性

運

動

を

母

体

と

す

る

こ

と

で

初

め

て

実

現

し

得

た

」

と

言

え

る

。

（

文

中

・

敬

称

略

）

【

参

考

文

献

】

『

生

産

性

運

動

�

年

史

』

（

社

会

経

済

生

産

性

本

部

、

２

０

０

５

年

）

／

『

Ｒ

Ｅ

Ｎ

Ｇ

Ｏ

　

Ｏ

Ｎ

Ｌ

Ｉ

Ｎ

Ｅ

』

ユ

ニ

オ

ン

ヒ

ス

ト

リ

ー

「

民

間

政

治

臨

調

編

」


